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写
真
俳
句

四
季
の
言
葉
、
四
季
の
彩

浦
野
裕
司

四
季
折
々
、
俳
句
に
親
し
み
つ
つ
、
身
近
な
自
然
風
景
の
写
真

撮
影
も
楽
し
ん
で
き
た
。
最
近
は
俳
句
と
写
真
の
境
界
が
曖
昧
に

な
り
、
邪
道
な
が
ら
旅
先
で
撮
っ
た
写
真
を
見
て
作
句
す
る
こ
と

も
あ
る
。

今
は
亡
き
俳
句
の
師
匠
は
「
カ
メ
ラ
を
携
え
て
い
て
は
、
よ
い

俳
句
は
作
れ
な
い
」
と
話
し
て
い
た
。
俳
句
は
言
葉
、
カ
メ
ラ
は

画
像
に
よ
る
表
現
。
脳
の
使
い
方
は
か
な
り
異
な
る
は
ず
で
あ
る
。

写
真
を
撮
り
つ
つ
俳
句
も
作
っ
て
い
て
は
、
二
兎
追
う
も
の
は
一

兎
を
も
得
ず
の
結
果
に
な
り
か
ね
な
い
。

あ
る
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
森
村
誠
一
の
写
真
俳
句
館
」

な
る
サ
イ
ト
を
見
つ
け
た
（h

t
t
p
s
:
/
/
s
h
a
s
h
i
n
-
h
a
i
k
u
.
n
e
t
/

）
。

タ
イ
ト
ル
に
「
写
真
で
記
録
、
俳
句
で
記
憶
、
写
真
俳
句
は
日
常

か
ら
始
ま
る
」
と
あ
る
。
そ
れ
な
ら
私
に
も
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
と
期
待
が
ふ
く
ら
ん
だ
。

だ
が
実
際
に
写
真
俳
句
に
取
り
組
ん
で
み
る
と
、
こ
れ
が
一
筋

縄
で
は
行
か
な
い
。
俳
句
と
写
真
が
「
つ
き
す
ぎ
」
て
し
ま
い
、

つ
か
ず
離
れ
ず
の
関
係
に
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
れ
で
も
試
行
錯
誤

を
重
ね
た
末
、
な
ん
と
か
六
作
品
を
仕
上
げ
た
。
写
真
俳
句
初
心

者
の
記
す
第
一
歩
を
、
ご
笑
覧
い
た
だ
き
た
い
。

＜四季の言葉、四季の彩＞
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寒
暁
の
森
眺
め
つ
つ
バ
ス
を
待
つ

戦
場
に
い
ま
届
け
た
き
春
の
色

＜写真俳句＞
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梅
雨
晴
間
い
つ
も
は
行
か
ぬ
道
を
行
く

心
地
よ
き
風
小
滝
よ
り
流
れ
来
る

＜四季の言葉、四季の彩＞
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お
日
様
の
遍
く
当
た
る
秋
日
和

未
だ
や
ら
ぬ
こ
と
の
幾
つ
や
冬
隣

＜写真俳句＞
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〔
撮
影
地
〕
＊
掲
載
順

雑
木
の
森
（
八
王
子
市
館
町
）

寒
桜
と
メ
ジ
ロ
（
神
代
植
物
公
園
）

紫
陽
花
（
横
浜
三
渓
園
）

滝
の
流
れ
（
御
岳
山
）

秋
桜
と
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
（
昭
和
記
念
公
園
）

虫
食
い
の
桜
葉
（
東
京
都
庭
園
美
術
館
）

＜四季の言葉、四季の彩＞


